
事業名：食品支援を基盤にした困窮世帯の子どもの体験格差是正のための資金分配事業 

    

事業種別：物価高騰及び子育て対応支援枠     

解決すべき社会の諸課題：子ども及び若者の支援に係る活動、経済的困窮など、家庭内に課

題を抱える子どもの支援 

 

 

資金分配団体:特定非営利活動法人グッドネーバーズ・ジャパン 

 

採択団体および事業概要等の詳細 

審査の結果、7 団体を助成対象(実行団体)として採択いたしました。 

 

審査員 

 ・公立大学法人長野大学 社会福祉学部・大学院 総合福祉学研究科 教授 鈴木忠義 

 ・株式会社カラーズ 代表取締役 田尻久美子 

 ・ネッスー株式会社 フードバンク事業課 大池絵梨香 

 ・佐賀県男女参画・こども局 こども家庭課 課長 野田英雄 

 

 

各団体の事業名、事業概要、助成金額等は以下のとおりです。助成金額は申請内容に基づき

算定しました。 

(法人格を除いた 五十音順) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



団体名称 特定非営利活動法人空家・空地活用サポート SAGA 

所在地 佐賀県 

申請事業名 コミュニティフリッジ利用者 200世帯の子供の体験格差解消事

業（副題）地域 CSO・企業との連携による継続した体験格差解

消を目指す 

申請事業の内容 佐賀市内の当会の登録ひとり親世帯約２００世帯への食支援

をしつつ、当会運営の居場所へのこども参加をさらに促し、居

場所のこどもと、フリッジに登録しているこどもへ、９ヶ月間

毎月の体験機会を提供する。特に、畑や野外観測（山や川含む）

などの自然体験を中心（当会の居場所での文化体験等含む）に、

支援 NPO・市民団体と連携をした提供をする。同時に、本取り

組みを PR し、特に近年 SDGs からも支援事例が増えている県

内の企業との連携した体験提供をし、事業終了後も企業のプロ

ボノとしての継続機会提供を構築したい。食支援においては、

登録ひとり親世帯約２００世帯への毎月（週１回提供を予定）

提供を実施する。また、居場所そらはフリッジの近くでもある

のでこどもたちの拠り所になるようここでも食支援を実施す

る。 

選定理由 社会課題を的確にとらえている。体験活動の実績を積んで、ノ

ウハウが他の地域への支援の広がりになることを期待する。 

事業実施体制は整っており、外部連携も実績等から十分と思わ

れる。また、資金管理も十分な経験値があり、安定的な運営が

できると思われる。 

採択金額 ¥10,728,700 

助成総額の内訳 直接事業費:¥9,311,200 

管理的経費:¥1,417,500 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



団体名称 NPO 法人いるか 

所在地 福岡県 

申請事業名 福岡県における困窮世帯のこどもやひとり親家庭等への食提

供及び体験事業 

申請事業の内容 生活困窮世帯やひとり親世帯の子どもたちを支援するため、食

の提供を通じて心の安定をもたらし、学びの機会や居場所を確

保し、心身の成長を促進する。寄付食材や学用品、本、衣類を

利用し、緊急性に対応した食数の増加を目指して、ボランティ

ア団体と連携し、急速冷凍弁当の製造・配布を実施する。最初

に冷凍食品を管理できる地域で 2,000 食を目標に無償提供し、

最終的には福岡県全域へ拡大する。また、フードバンク活動の

ない地域でも支援を行い、70,000世帯への食材等の提供を目指

す。  

体験活動を通じて、県内で居場所を提供し、学習支援や食事の

機会を展開し、270 世帯の子どもたちに学びや異学年交流の場

を提供する。季節のイベントや音楽イベントなどの非日常体験

を実施することで、子どもたちの楽しさや意欲を引き出し、希

望を育むことを目指す。地域の行政や社会福祉協議会、支援組

織と連携し、弊団体だけでは支援が行き届かない世帯への支援

を広げていく。 

選定理由 弁当配付による新しい支援の取り組みに期待する。ガバナン

ス・コンプライアンス体制は十分整えられており、財務状況も

安定していることから、継続性も問題ないと判断した。 

採択金額 ¥15,100,000 

助成総額の内訳 直接事業費:¥13,900,000 

管理的経費:¥1,200,000 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



団体名称 一般社団法人タウンスペース WAKWAK 

所在地 大阪府 

申請事業名 低所得のひとり親家庭をはじめ社会的不利を抱える家庭の

SOS を官と民、多セクター連携により発見し支援を届ける事業 

申請事業の内容 物価高騰が低所得のひとり親家庭や生活困窮者など、様々な社

会的弱者に影響を与える中、民と民、官と民連携により地域全

体で支えることを目的に、大阪府高槻市を主な支援拠点として

大阪北部北摂エリアの複数市（茨木市、吹田市、豊中市、箕面

市、摂津市など）で地域の支援活動を展開する。食支援を中心

に学習支援や体験活動を提供しながら、地縁組織、NPO、フー

ドバンク、行政、社協、企業、大学と連携し、社会的不利を抱

える家庭への支援ネットワークを構築する。これら多様な分野

の支援団体との相互連携や包括支援を行うことで、民と民、官

と民による誰も取りこぼさない地域を生み出す。昨今の子ども

の貧困や社会的孤立の問題に対する官民、多セクター連携の実

践事例は少なく、当事例を通じて得られた知見を大阪大学との

共同研究で明らかにし、それをメディアを通じて広めること

で、他地域へと波及する。 

選定理由 本の出版やメディア利用の実績が社会への波及効果が高いと

見込まれる。就業、経理、透明性、コンプライアンス・倫理、

情報公開等のルール（規定）は整備されている。多様なステー

クホルダーとのアウトリーチ体制の整備の取り組みがあり実

行可能性も高く、事業成果の可視化もなされている。中間支援

を念頭に置かれるので複合的な取り組み課題処理をこなすの

が困難になると見込まれるが、それに望むチャレンジを新規性

として評価する。 

採択金額 ¥16,264,000 

助成総額の内訳 直接事業費:¥13,014,000 

管理的経費:¥3,250,000 

 

 

 

 

 

 

 



団体名称 一般社団法人チョイふる 

所在地 東京都 

申請事業名 足立区における分散型フードセーフティーネット拠点の構築

事業（副題）分散型ネットワークで支える子どもたちの未来 

申請事業の内容 食料支援事業：宅配と 4つの拠点で、延べ 2,200 世帯へのアウ

トリーチ 

①こども宅食（宅配型）：月 100 世帯×10 か月=1000 世帯 

②フードパントリー（拠点受取型）：月 120 世帯（1拠点あたり

30 世帯）×10か月=1200 世帯 

居場所事業：4 拠点の居場所で、120 名の子ども達と信頼関係

を築く 

①食事や体験活動の提供を行うオフラインの居場所：既存の 3

拠点に加えて、1 拠点を新設する 

②オンラインゲームを活用したオンラインの居場所：4 拠点を

オンラインで繋ぎ、経済的困難を抱える不登校のお子さん（フ

リースクールに通えない）にもアウトリーチ 

※居場所は既存の 3拠点に加えて、1 拠点を新設する。同時に、

拠点は食品保管倉庫の機能も果たし、フードパントリーの受取

拠点にもなる。従来の「一カ所に集約された福祉拠点」ではな

く、小規模で分散型の福祉拠点を地域の団体と共同でまちじゅ

うに点在させる。 

伴走型相談支援事業では、経済的な困難を抱える 1,000 世帯の

子育て家庭への支援を行い、医療ケアや発達特性に関する専門

団体と協力しつつ、すでに支援が行われている約 500 世帯の家

庭と新たに500世帯の家庭を社会資源に繋げる取り組みを進め

ていく。相談支援用の LINE を利用し、友達追加を通じてつな

がりを深める方針である。 

選定理由 情報の非対称性などの課題を認識されている。オンラインゲー

ムを活用したオンラインの居場所に独自性がある。ボランティ

アの育成に力を入れていることも評価できる。 

休眠預金の活用実績や経理財務面からも安定運営が見込まれ

る。 

採択金額 ¥15,456,528 

助成総額の内訳 直接事業費:¥13,459,536 

管理的経費:¥1,996,992 

 



団体名称 特定非営利活動法人フードバンク北九州ライフアゲイン 

所在地 福岡県 

申請事業名 子どもの安心安全な居場所づくりにつなぐための食料支援を

基盤としたつながりづくり事業 

申請事業の内容 北九州市の調査から推定される市内約 15,000 世帯の経済的に

厳しい子育て世帯とつながり、必要な支援を届けることを目指

し、現在、北九州市いのちをつなぐネットワーク窓口との連携

で、毎月約 150 世帯に対して継続的に食料支援を行い、夏冬長

期休暇中には 2,600 世帯に食品を配布している。その中で経済

的、精神的困難を抱える保護者、その家庭で育つ子どもたちの

自己肯定感の低下や将来への希望の欠如が根底にあり、教育格

差や問題行動を生じさせている。そこで、食料支援を通じたつ

ながりや居場所の体制強化のため、以下の取組を行う。 

①「継続食料支援と定期的な食品配布」…月に 1 回の継続食料

支援に加え、連携先を拠点とした定期的な食品配布を実施す

る。 

②「つながりづくり」…連携先（食品提供先福祉施設、行政、

教育機関等）との顔の見える関係づくりを強化、必要に応じて

連携先へつなぎ・同行訪問を行う。 

③「居場所づくり」…子どもが安全安心な環境で必要なサポー

トを受けることができるよう、子ども食堂・学習支援、フリー

スペース等の情報提供、地域の学校へのアプローチとして校内

での居場所づくりについての協議を進めていく。また、居場所

等の体制強化とし人材育成研修会を開催する 

選定理由 継続食料支援を行うことで状況を把握し、必要に応じて連携先

へつなぎ、同行訪問を行うとしており、解決したい課題に対し

事業内容は有効と考えられる。地域連携の実績もあり、関係機

関、外の連携に強みがあると読み取った。 

採択金額 ¥17,000,000 

助成総額の内訳 直接事業費:¥15,960,000 

管理的経費:¥1,040,000 

 

 

 

 

 



団体名称 一般社団法人福岡国際市民協会 

所在地 福岡県 

申請事業名 福岡県における海外ルーツの子育て家庭を含む低所得家庭の

子どもを対象にした食支援および体験活動の提供 

申請事業の内容 福岡県における子どもの貧困率は全国平均を上回り、特に非課

税世帯やひとり親家庭など生活困窮世帯が弊会子ども食堂の

利用者の約 8 割を占めている。さらに、外国にルーツを持つ家

庭は言語や制度の障壁から支援を受けにくかったり、孤立する

場合が多く、本事業で、生活に困窮し支援が届きにくい家庭の

子どもたちの「食」と「体験」の格差是正を目的とした支援を

実施する。 

【食支援】 

活動①毎週土・日曜日に子ども食堂を開催し、食事に困難を抱

える子どもに食事を提供 

活動②SNS 等で情報周知を行い、食支援を希望する家庭へ食材

を配布。拠点での受け取りに加え、来訪が難しい家庭には郵送

で食材を届ける「こども宅食」も実施 

【体験活動】 

活動③毎週日曜日に STEAM教育スペースを開設し、多様な学

びの機会を提供 

活動④月 1回、社会見学や職業体験、文化交流イベント等を実

施 

【情報発信・ネットワーク】 

活動⑤チラシ・HP・SNS・社協等を通じた多言語での情報発信

を行い、県内外の団体と連携して活動を展開。 

選定理由 多文化共生や STEAM 教育と広がりもある事業になると感じ

た。メディア連携など積極的な姿勢が見て取れた。先駆性や新

規波及性や短いなりの活動量には熱量を感じた。 

採択金額 ¥11,189,546 

助成総額の内訳 直接事業費: ¥10,966,546 

管理的経費: ¥223,000 

 

 

 

 

 



団体名称 特定非営利活動法人夢職人 

所在地 東京都 

申請事業名 経済的に困窮する子育て家庭への食と体験の緊急支援事業 

申請事業の内容 近年の物価高騰により、ひとり親家庭や低所得家庭は必要な食

事や体験の機会を失い、厳しい状況に直面している。こども食

堂が広がる一方、開催頻度や時間が限られており、困窮家庭を

日常的に支えることは難しく、また、フードバンクの食品確保

も SDGsやフードロス削減の観点から厳しくなっている。この

ような背景から、スマートフォンを活用し、地域の店舗と連携

してデジタルクーポンを提供し、家庭のニーズに応じた新たな

支援のあり方を展開する。このアプリでは、教育や就労に関す

る支援情報も提供し、地域の新たなセーフティーネット構築を

目指す。また、親子で参加できる日帰りツアーを造成し、関東

近郊で自然や科学文化に関する体験を提供する。ひとり親家庭

の多くが経済的な側面だけでなく、親子で時間を共有できる機

会も限られており、体験活動の機会を通じて親子間でのコミュ

ニケーションを深められるようにし、日常生活の中にも良い効

果が得られることを目指す。 

選定理由 デジタルクーポンによる食支援はユニークである。食事の選択

を支援対象者に委ねられる、助成金を活かして支援拡大が行わ

れそうである、などの強みがあり、行政や企業の支援も入れや

すいと思う。地に足が着いた活動であることと新規性もあり、

利用者の拡大に対応したいという流れも分かりやすい。他のと

ころでも活かせる例になるのではないか。 

採択金額 ¥14,261,226 

助成総額の内訳 直接事業費:¥12,221,766 

管理的経費:¥2,039,460 

 

 


